
8/20 13:00～17:40 
会場

日時

AP 秋葉原会議室
東京都台東区秋葉原1番1号　秋葉原ビジネスセンター

主催：特定非営利活動法人ラムサール・ネットワーク日本
協力：いすみ市・NPO田んぼ・民間稲作研究所・ コープデリ生活協同組合連合会
後援：農林水産省・環境省・国際自然保護連合 日本委員会（IUCN-J）

参加費：無料（資料代 500円）

基調報告Ⅰ： 呉地正行（ラムネットJ 共同代表・水田部会部会長）
「田んぼの生物多様性向上10年プロジェクト」とその進捗状況
　　　　　　　　基調報告Ⅱ： マティアス・ハルワート（FAO持続可能な農業プログラム 主席オフィサー）
「持続可能な食料および農業と国連持続可能な
 開発目標（SDGs）のためのFAO共通ビジョン―
 水田の生物多様性の例、そして人 ・々暮らし・自然に対するその重要性」

このイベントは、平成29年度独立行政法人
環境再生保全機構地球環境基金の助成を
受けて開催されます。

日

▼東日本大震災前後の田んぼ

持続可能な
田んぼを考える
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  「田んぼの生物多様性向上10年プロジェクト」と
   その進捗状況
���呉地 正行（ラムネットJ共同代表・水田部会部会長）
ً��؟��ع�����ي�⋝੦৹ਾઔٷ

  「持続可能な食料および農業と国連持続可能な
    開発目標（SDGs）のためのFAO共通ビジョン―
    水田の生物多様性の例、 そして人 ・々暮らし・
    自然に対するその重要性」
    マティアス・ハルワート
 　 （FAO持続可能な農業プログラム主席オフィサー）
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ؙ���農業者：稲葉 光國（民間稲作研究所）
　　「生物多様性を活用した、循環型低コスト有機稲作」
ؙ���市民団体：岩渕 成紀（NPO田んぼ代表）
　　「持続的な発展目標SDG'sと水田農業
　　 田んぼの生物多様性がもたらすもの
        ～田んぼの生きもの認証制度の可能性を探る～」
ؙ�� 生活協同組合：小林 新治（コープデリ連合副理事長）
　　「生産者と消費者のフードチェーンで繋がる
　　  田んぼとお米と環境と」
ؙ���地方自治体：鮫田 晋（いすみ市農林課）
　　「学校給食全量有機米の取り組み」
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　「田んぼの生きものが支える食の地域循環とその未来」
ًشঃॿছيؙ
　・マティアス・ハルワート（FAO）

　・中川 一郎（農林水産省大臣官房政策課環境政策室長）

　・古沢 広祐（國學院大學教授）

　・呉地 正行（ラムネットJ）

　・稲葉 光國（民間稲作研究所）

　・モデレーター：浅野 正富（ラムネットJ）
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ラムサール・ネットワーク日本
http://www.ramnet-j.org/
Eメール／info@ramnet-j.org
TEL & FAX 03-3834-6566

　　参加申込み 
《WEBフォームから》  https://goo.gl/xhFTLx  より入力ください。

《メール・FAX・電話から》  ❶～❼をお知らせください。
　❶お名前、  ❷ご所属、 ❸メール、  ❹電話、  ❺)住所（都道府県）、 
　❻ポスター展示の希望の有無、  ❼このイベントを知った媒体（メール、
　チラシ、友人、その他）
■問い合わせ先 ：info@ramnet-j.org   TEL&FAX 03-3834-6566
　（担当：ラムサール・ネットワーク日本／後藤）
　※人数確認のため事前登録にご協力ください。 直前まで可。
　　当日参加の方は入口で受付けできます。

寒風沢島の田植え トノサマバッタ 生きもの調査 除草機を押す子どもたち


